
全体総括

49.30

　①経常収支比率及び③流動比率は、いずれも平均
値を上回る水準であり、累積欠損金も生じておりま
せん。
　④企業債残高対給水収益比率は、低い値で推移し
ており、経営の健全性が確保されています。
　⑤料金回収率は、100%以上を維持し、給水に係る
費用を料金収入で賄うことができています。
　⑥給水原価は、前年度より上昇していますが、維
持管理経費のコスト高が影響していると考えられま
す。
　⑦施設利用率は、平均値より高い値を維持してい
て、施設の効率性が保たれています。
　⑧有収率は、平均値を上回っているものの全国平
均より低く、年々に下がってきており、管路の老朽
化による漏水などが影響していると考えられます。

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率、②管路経年化率は
年々上昇傾向で、②管路経年化率は平均値・全国平
均を上回っています。経年で老朽化が進み、法定耐
用年数を経過した施設・管路が増加していることを
示しています。
　③管路更新率は前年より微増していますが、平均
値・全国平均を下回っています。
　老朽化対策としては、水道ビジョンに定めた施設
整備・管路更新計画に基づき、計画的な更新投資を
継続することとしています。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　当市の水道事業は、大口利用事業所の存在によ
り、類似団体や全国平均と比較しても、健全で効率
性の高い経営を維持しています。
　しかし、少子高齢化に伴う給水人口減や施設・管
路の老朽化といった全国的な問題は同様に抱えてお
り、大口利用事業所に依存しない経営基盤の強化が
喫緊の課題と捉えています。
　そのため、現状や将来の見通しを踏まえつつ、引
き続き効率的な運営や経費縮減、適正な規模の更新
投資などに取り組み、住民生活に欠かせない水道事
業の維持に努めてまいります。

563.25 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 88.48 88.80 2,926 27,768

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

32,395 444.21 72.93 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



経営比較分析表（令和4年度決算）
北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 簡易水道事業 C4 非設置 32,395 444.21 72.93 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　全国的な地方公営企業を取り巻く経営環境の悪化
に加え、本市の簡易水道事業は急激な少子高齢化や
地理的要因によるコスト高など過疎地域特有の課題
を抱えています。
　1と2の分析結果は、経営の健全性が保たれなけれ
ば更新投資ができず、健全性・効率性が悪化してい
くことを示しており、劇的な改善は困難ですが、現
状や将来の見通しを踏まえつつ、引き続き効率的な
運営や経費縮減、適正な規模の更新投資などに取り
組み、住民生活に欠かせない簡易水道事業の維持に
努めてまいります。

161.21 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 66.82 81.37 2,926 690

全体総括

4.28

　本市の簡易水道事業は、必要な費用を料金収入だ
けで賄うことができず、収益的収支の不足を一般会
計からの繰入で補填しています。
　そのため、①経常収支比率は100%、②累積欠損金
比率はゼロ値で推移していますが、根本的な経営状
態の適正度合を示すものではなく、反対に短期的な
支払能力を示す③流動比率や必要な費用を料金収入
で賄えているかを示す⑤料金回収率は低い値になっ
ています。
　④企業債残高対給水収益比率については、R4を含
め建設改良に係る企業債の新規借入が近年なく、償
還のみのため、割合が減少しています。
　⑥給水原価、⑦施設利用率、⑧有収率の指標はい
ずれも平均値より良い値を示していますが、給水収
益の減少や施設・管路の老朽化に伴う非効率化など
の要因から維持コストが増加し、将来的に悪化する
可能性が想定されます。

2. 老朽化の状況について

　施設・管路の老朽化については、①有形固定資産
減価償却率が経年により年々上昇し、また、②管路
経年化率も平均値を上回り老朽管の割合が増え、③
管路更新率はゼロ値で平均を下回っています。
　給水人口の減少やコスト高など厳しい経営状況な
どから、更新投資が進められないことが要因になっ
ていますが、今後は水道ビジョンに定めた収支見通
しを踏まえた施設整備・管路更新計画に基づき、計
画的に更新投資を進めてまいります。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【104.96】 【30.67】 【195.24】 【1,090.93】

【73.88】【52.36】【274.97】【58.61】

【39.30】 【18.76】 【0.65】



経営比較分析表（令和4年度決算）
北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

444.21 72.93 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

32,395

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

24,933 7.51 3,319.97 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 本表は市街化区域の下水道事業に係る経営状況を
表したものですが、本市では公共下水道事業と特定
環境保全公共下水道事業を一体的に行っており、事
業ごとの視点では経営していません。
　①経常収支比率は100％ですが、一般会計繰入金
により収支不足を補填している状況です。
　③流動比率は、類似団体と比較して低い値となっ
ており、流動負債の企業債償還金額が大きいことに
起因しています。今後、企業債償還金は減少してい
く見込ですので緩やかな改善が見込まれます。
　④企業債残高対事業規模比率については、類似団
体と比較して低い値となっております。管渠や処理
施設の新設は概ね終了しましたが、計画的に更新事
業を行っていることから、概ね同水準で推移する見
込みです。
　⑤経費回収率は、類似団体と比較して高い値に
なっていますが、引き続き適正な使用料収入の確保
等に努めます。
　⑥汚水処理原価については、類似団体と比較して
高い値となっております。電気料金や委託料等の負
担が大きくなっており、経費を抑えることが難しい
状況になっていますが、引き続き、汚水処理費の抑
制に努めます。
　⑦施設利用率については、令和２年度に有珠終末
処理場を廃止して以降は高い利用率を維持していま
す。
　⑧水洗化率については、面整備が概ね終了したた
め大きな上昇は見込めません。引き続き未水洗家屋
に対し、水洗化促進を進めてまいります。

資金不足比率(％)

- 65.79 77.63 87.05 4,856

　①有形固定資産減価償却率については、公営企業
法適用５年目であるため類似団体よりも低い値と
なっておりますが、今後も上昇していく見込みで
す。
　公共下水道事業は、昭和60年から供用開始してお
り、終末処理場やポンプ場等の電気機械設備の更新
時期を迎えていますので、引き続き計画的な更新を
行っていきます。
　管渠については、法定耐用年数を超えた管渠はあ
りませんが、計画的に管渠調査や管更生等を進めて
いきます。

2. 老朽化の状況

全体総括

　単年度収支は黒字となっていますが、一般会計か
らの繰入金により赤字補填している状況であり、引
き続き維持管理費の削減を行いつつ、経営の健全
化、繰入金の縮減に努めます。
　老朽化した下水道施設の修繕及び改築更新につい
ては、令和２年度に策定した「伊達市下水道ビジョ
ン」をもとに投資の平準化を図りながら、今後も計
画的かつ効率的に実施し、安定した事業運営を目指
します。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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当該値 99.51 93.93 93.28 94.98 92.81

平均値 88.06 87.29 88.25 90.17 88.71
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50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 240.73 255.19 255.93 250.97 257.80

平均値 179.32 176.67 176.37 173.17 174.80

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

60.00

61.00

62.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 56.45 55.88 61.36 59.22 59.59

平均値 58.00 57.42 56.72 56.43 55.82

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

95.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 93.80 93.94 94.11 94.15 94.21

平均値 89.79 90.42 90.72 91.07 90.67

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】



　①有形固定資産減価償却率については、公営企業
法適用５年目であるため類似団体よりも低い値と
なっておりますが、今後も上昇していく見込みで
す。引き続き計画的な更新を行っていきます。
　なお、管渠については、法定耐用年数を超えた管
渠はありません。

2. 老朽化の状況

全体総括

　単年度収支は黒字となっていますが、一般会計か
らの繰入金により赤字補填している状況であり、引
き続き維持管理費の削減を行いつつ、経営の健全
化、繰入金の縮減に努めます。
　老朽化した下水道施設の修繕及び改築更新につい
ては、令和２年度に策定した「伊達市下水道ビジョ
ン」をもとに投資の平準化を図りながら、今後も計
画的かつ効率的に実施し、安定した事業運営を目指
します。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

3,371 2.24 1,504.91 【】 令和4年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本表は市街化調整区域と大滝区の下水道事業に係
る経営状況を表したものですが、本市では特定環境
保全公共下水道事業と公共下水道事業を一体的に
行っており、事業ごとの視点では経営していませ
ん。
　①経常収支比率は100％ですが、一般会計繰入金
により収支不足を補填している状況です。
　③流動比率は、類似団体と比較して低い値となっ
ており、流動負債の企業債償還金額が大きいことに
起因しています。今後、企業債償還金は減少してい
く見込ですので緩やかな改善が見込まれます。
　④企業債残高対事業規模比率については、現在、
公共下水道事業の建設改良を主に行っていることや
分流式下水道に要する経費の増加により、低い値と
なりました。
　⑤経費回収率は類似団体と比較して高い水準と
なっていますが、引き続き適正な使用料収入の確保
等に努めます。
　⑥汚水処理原価については、類似団体と比較して
高い値となっております。電気料金や委託料等の負
担が大きくなっており、経費を抑えることが難しい
状況になっていますが、引き続き、汚水処理費の抑
制に努めます。
　⑦施設利用率については、令和２年度に有珠終末
処理場を廃止した影響もあり、高い利用率を維持し
ています。
　⑧水洗化率については、面整備が概ね終了したた
め大きな上昇は見込めません。引き続き未水洗家屋
に対し、水洗化促進を進めてまいります。

資金不足比率(％)

- 71.35 10.50 84.89 4,856

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

32,395

処理区域内人口(人)

444.21 72.93 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
北海道　伊達市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.06 0.04 0.06 0.27 0.22

97.00

98.00

99.00

100.00

101.00

102.00

103.00

104.00

105.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 100.09 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 102.95 103.34 102.70 104.11 101.98

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 3.15 6.43 9.19 11.90 14.61

平均値 26.56 27.82 29.24 31.73 32.57

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04

①経常収支比率(％)

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 27.02 29.74 48.20 46.91 52.27

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 20.72 14.75 8.01 15.31 12.08

平均値 60.67 53.44 46.85 44.35 41.51

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 1,475.25 1,308.66 1,253.04 526.61 529.50

平均値 1,252.71 1,267.39 1,268.63 1,283.69 1,160.22
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20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 57.23 93.81 100.00 99.71 97.61

平均値 87.03 84.30 82.88 82.53 81.81

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 339.10 220.85 210.39 215.40 224.65

平均値 177.02 185.47 187.76 190.48 193.59
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70.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 55.13 54.62 58.76 57.24 57.89

平均値 46.17 45.68 45.87 44.24 45.30
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H30 R01 R02 R03 R04

当該値 73.48 74.61 74.76 75.51 75.62

平均値 87.84 87.96 87.65 88.15 88.37

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.54】 【65.93】 【44.25】 【1,182.11】

【85.67】【42.22】【220.62】【73.78】

【28.00】 【0.03】 【0.13】


